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休JJレベル.有田量素性能力，無酸素性能力，日常生活活動レベル

1 .問題の所在

1960年代から 1970年代後半にかけての高度経済成長政策

は、その副次産物として、急激なt也峻変動、環境変化、社

会問題を引き起こしたこ主、岡崎に機械化・省力化が運動

不足症 (hypokineticdisease)をわれわれの身休に発生せ

しめたことは、知られる左ころである.この運動不足症へ

の世界的な共通認識が『健康で豊かな生活を回復するため

に、スポーツを生活に取り入れよう J という考え方を標傍

する.一連の健康ー休力づくり運動、たとえば、西ドイツ

のトリム運動や Spielmit、カナダの Partic ipact ion 、

イギリスの Sportsin the community-問 xtten years 、

オーストラリアのLife be i tなどに結びっく左考えるこ

とが可能である. 1970年代後半から今日に至る、わが国の

スポ ツ人口の噌加や健康・体力づくり運動の隆盛もこの

影響下にある kするのが妥当であろう.

ところで、このようなスポ ツ人口のm加や健康・休カ
づくり運動への参加者の噌加に伴ってスポ ツ事故や陣容

が附加していることもよく知られている.ジョギング中の

心臓マヒや心不全、テニス肘や疲労性骨桁などの慢性的な

スポーツ障害、また最近ではヱアロビヴクダンスにおける

隊容などが事例報告されている12' エアロピ 'Yクダンス
では床面、シューズ、運動様式の規定によゥてその対応策

が図られたように、適切なメデイカルチェックや運動処方

によって事故や降客の発生が未然に防げられるならば、ス

人口・フィトネス人口と事故・陣容のmJの正相関性 11' 1;1: 
適切な運動処方を怠ったこ左が原因になろう.

運動処方の実践を考えるとき、スポーツ科学とりわけ運

動生理学は、休力向上のトレーニングに関して、時間 (du

ration )、頻度([requency)、強度(intensi ty)の至適

自由ーを廃立している E叫が、実践プログラムを実施する上で

われわれが日常生活を営んでいるという事実を見失いがち

であると指鏑できる.すなわち、適切な運動処方の作成に

あたっては、休カトレーニングのみならず、日常生活のさ

まざまな要因を考慮する必要があり‘そのことはより生活

に密着した運動処方プログラムの作成が可能にすると考え

られる.

また、冠状動脈疾患患者への運動療法プログラムからの

中途脱落者{ドロップアウト}の理由を検討した研究では

スポーツセンターの利便性、運動処方プログラムの内容、

家践とライフスタイルに関わる要閣の3点が重要な因子と
報告している a¥運動プログラムの促進条件に関しても、
adherence. compl iance. dropoutと参加者を分けその特性を

報告している"が，岡崎に各個人の健康・体力水準の

評価・測定.それに基ずく運動処方の提供というたことと

あわせて.生活活動の中に運動プログラムをどうとり入れ

るべきか.その具体的な方向付けが下重要となってくる Jと

街嫡する"ように.日常生活に応じた運動処方プログラム

の1;;1発ー提供が急務となっている.

そのような観点から.参加者を特定した上でその特性を

比鞍検討すると岡崎に.実際の休力あるいは疾病の状況な

どの指標と日常生活のさまざまな要因を関連付けて考察す

るこ kは健康・体力づくり運動を実施する上でより生活に

密着した運動プログラム作成にあたって必要と考えられる.

これまで，前述の視点からの研究は.沼田"と多々納ら

'. .ιnがある.前者は運動不足感を，後者l主体力もしく

は健康度評価を外的基準として日常生活との関連を検討し

ている.しかし実際に休カ測定を行った研究は多々納"の

みでありかつm~主体力が有酸素性能力1:無酸素件能力仁分
類されている状況を勘案すれば.実際に体力測定をしその

濁定評価値と日常生活関連要因の関係を傑るべきであろう.

本研究では.この観点、より，池田ー多々納らの研究の方向

に態拠しながら.実際に休力測定を実姥し.その結果{評

価}と日常生活篠式との関連を検討するこ1:.さらにはそ

こでの問題点について言及することを目的とする.

2.研究方法

4i ft~ 繁性能力 J: 無r\tt 案件:fIl;)Jの休力測定k日常生活に関連
する要因についての質問紙調棄を併用した 7 1ールドワー

クを実飽した.体力測定ならびにその評価は宮下の方法 a引

によった.調査項目は池田引と多々納ー引質問lJ¥目を参照

に作成した.対象者.測定，調査期間の契なるフィールド

ワークを 3回実施した.

研究 1. 山形県の農村節市の小学綬 5 ・ 6~生児煮を対

象に. 1986lF 8月主 11月lこ実錐し，体力lま，
有酸素性能力だけを測定した(写真 1) • 

研究 2. 全国主要7綴市一般成人男女を対象に 1985年

実鈍した.休カについては有酸素性能力のみ

を測定した{写真 2) • 

研究 3. 山形県村山市の一般成人男女を対象に 1986年

11月に実鈍し.休力測定は有酸素性能力主無

素性能力{写真 3)を測定した.

測定項目{変歎)の取り級い方は.休カに関しては宮下

の評価法 Z引によったが.有酸素性能力を測定した研究 1

と研究2では『慣れている J.ふつう J.劣っている J

の 3段階に合成化したが.研究3では有厳禁性能力を『か
なり優れている J- rかなり劣っている』の6段階，無酸
素性能力を 5段階で点数化した.また.生活関連要因に関

しては.研究 1は表2に.研究21孟表4に示す通りである.
研究3での変数の取り騒い方は以下の通りである.

X 1 体育成繍;学校当時の体育成級ち段階を点数化し

た.

X 2: 運動部経験年数;中学絞.高校.大学当時の運動

部参加年数を加算しそれを点数化した.

X 3: 学歴;中学校卒4点.高校卒 3点.短大・高専 2

点.大学卒 1点とした.

X. : 廃業;廃業の程度を 4段階に分類し.座棄をよく

する場合を 1点として座業をしない形態を 4点、と

する.

X.: 8常生活活動レベル;仕事や家事における活動形

態.立っている.立ったり座ゥたりする，階段の
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昇降. if!l積物の;11徹.そうじ，食事の支度左あと

かたずけなどよく動かす J 4 点~ rまったく

しない J 1点とし.合成化し点数化した. . 

X. : 余暇時間時間未満 1点. 1 ~ 2時間未満 2点

2~3 時間未満 3 点. 3~4 時間未満 4 点. 4時

間以上里点とした.

X 7: 睡眠時間;ち時間未満 1 点，ち ~6 時間未満 2 点

6~7 時間未満 3 点. 7~8 時間未満 4 点. 8~ 

9時間未満ち点. 9時間以上6点の6段階とした.

X. : タバコ;喫煙 2点.すわない 1)点、とした.

X. : アルコール;ほとんど毎日飲む 1点.ときどき飲

む{週に 3~4 関飲む) 2点.ときたま飲む(週

に 1~2 阿飲む) 3点.ほとんど飲まない 1点の

4段階とした.

X 10: 運動・スポーツ実施度;ほとんど毎日(週に 3~

4回}ち点.ときどき{週に 1~ 2悶)4点，と

きたま{月に 2~3 回) 3点.あまりしない(年

に数える程度) 2点.まったくしない 1点、の 5段

階の評価敏とした.

X 11:客観的健康度;食欲不振.疲労感，肩こり.運動
不足感などの 12項目について.ある 1点.ない

2点とし評価値を合成化した.

X 12: 休脂肪率;皮下脂肪原を計測し.長嶺の肥満判定

法制により.肥満 1)点.肥満でない 2点、とした.

x‘)  :休力・運動への自信:休力や運動に対して自信の
程度を，大いに自信あり 4点，自信あり 3)席、.あ

まり自信はない 3点.まゥたく自信はなし 1点の

4段隙で評定し点数化した.

X..: PWC 有骸素性能力.ここでは PWC7S"QR.・‘を

を劃定し，評定簡は前述の通りである.

X円・仰筋力;脚伸展パワーを測定した.評価値は前述

のi語りである.

分析行法は，研究 1と研究 2ではクロス集計に基づき x2

スコアとクラマー係数を算出した.また.研究 3では.組

問分析を行い相関係数を算出しそれに基づき網開ダイアグ

ラムを作成した.

なお.対象者の人数は研究 1では表 1に.研究 2では表

4に示す通りで.それぞれ 3段階に分類した体力レベルの

人数を示す.また.研究3では，男性88名.女性79名を対
象としている.

ヲ結果

表 3に研究 1の結果を示した.男子と女子ごとに X 2 ス

コア左クラマー係数を示す.男子の場合.学習1'1.スポー

ツクラブに有意差が認められる.乍汚勲に行っていない

者と行っている者では前者の方が体力があること.さらに

スポーツクラプでは行っている者の方が休力があることを

それぞれ意味する.

表1.PWC170による有俊素性作業能力の区分

if1，画 性別 男子 女子 合宮f

1尉1ている 49 36 8ち

2.ふつう 95 89 184 
ト一一一

3劣ゥている 49 37 86 

合計 193 162 3雪ち

{単位:人数}

表2 説町民教の檎成I

アイテム カテゴリー

1きょうだい数 I 1. 2人!-:J..上 2. 1人 3.0人

2.;量判欄 1. 30分J-:J..上 2.15~2切十 3.15分忠治

3.休宵好き・煉い 11 好き 2きらい

4.好きな科目 1 体育 2そtlJ，:.I外

5.必修クラプ 1 スポーツクラプ 2文化クラプ

6.学習鑓 I 1. j画qている 2通うていない

1スポツクラプ I 1参加 2不参加

8好きな格調l 1 スポーツ中被 2それ以外

9.食べ物 1 たぺる 2たべない

10主観的健康状喧 I 1 よい 2よくない

11.客脚湘樹脂 I 1 自覚なl 自覚あり

12.日常の身{材S勤 I I ょくする 2ときどきする 3しない

喪3.体力レ'"'"ルと日常生活要図的関係

男子 | 女子

Cr-r  %3 Cr. 
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る. 表6.PWC151J1肺IX1:説1事政3置と玖燃飽

また日常の身体活動を伴う遊びについては.長い距継をド『とご一一一一間川 男 性 i 空 空一
定る.ボールー石を扱げるの 2項目に有意差が認められ. 1.， ~子ムh 閉I x2 Cr. %2  Cr 

X 2 スコアの数値を考慮しても.体力のある者ほど身体活 」一一一一一一一一一一一一一一
1割IT¥腿康度
2夜帰磯

7.75 073 11. 65* . 107 
6. 76 . 081 
3.44.059 
3.60.073 
7.97**.115 
4.07.064 
3.95.063 

動をf干う遊びを行う.いわゆる活発な児童であると判断で

きる.

一方.女子の喝合，男子で有意差の認められた学習聖書や

スポーツクラプに有意差は認められず.好きな番組に有意

#.が認められ.体力のある者11・どスポーツ中継を見ている

ことになる.

食べ物に関しては.清涼飲利水に有意差が認められ.体

力のある者ほどジュース類をよく飲むことになる.

主観的健康状態評価では.男子問機.からだっき，体力

運動神経の 3項目に有志差が認められる.

さらに，客観的健康扶懸評慣では.気持ち悪さを経験す

る者が休カレベルが低いことを意味するが.この項目に有

怠差が認められる.

また日常の身体活動では.長いi1!縫を走る.パット・ラ

，.. '1トでたたく.走って曲がる・止まる，ボール・石を扱

げるの 4項目に有意差が認められる.

7ラマー係数の大小は体力レベルの高低と日常生活要因

の関連性を示すが.男子では .200を鐙す項目は.男子で

はからだっき.やさい.ごはんーパンの 3項目，女子では

からだっき.運動神経.休カ.好きな寄輔lの4項目である.

また X2 検定で有意差の認められる項目では，いずれもク

ラマ←係数は. .180前後の数値を示し.相対的に高いと判

断できる.なお. X 2 スコアとクラマー係数の対応関係に

ズレが生じているのは臼 1111宣が異なるためである.

喪4.PWCI5'問調嗣Xによる有償草作刻寵力町区骨

/1.ラ 却明主散の摘成E

アイテム カテゴリ

1客鰍強蹴度 1よい 2ふつう 3わるい
(20項目の客観fI'.P'.健康度指標を合計1..3臨時仁愛挽する}

2帯熱a積書 1.1:くなも、 1.1つあり 3.2ι社あり
(42珊自の樫繰搬を合計1..3続需に変帰する}

3主観Ir'Jdl畑貴 I 1よい 2ふつう 3わるい

4睡眠:... ，r..1 I 1. 6町田主満 1.6、7町司未満

5たばこ

6アルコール摂取

3.7-8時間未満 4.8時間以上

1眼t沿い

1飲まない

2吸う

2ときどき 3毎日

1. E1常生r&i~明IJt: 匂ょくする 2ときどき 3しない
| 買いものをもっ.からだを曲げるなどを3隈備に総合評価する}

8舟曙界情 I1.20楠抹満 1.4時間未満 3.4配相似上

9体力へのfl信 I 1.ある

10運動綱 I1.ある

2ふつう

2ふつう

11.7'を州t，丹連盟昨胃Il'f敬 I 1な1.. 1.3'字以下

3ない

3ない

3.4'手~1J:

11軍司戊純度 I 1週l回以上 1.112-3回 3それt:l下

3主御機脱皮
4睡眠附司
5たl:iこ
6."/~:::J -M!!Ilt 
1白常生活活動度
s余静澗
9体力ハ司自信
10運動神経への自信
11.'宇生附tの運搬瀕年数
12運動実純度

10. 13ホー 083
4.38.055 
8.43.076 
1. 34 . 041 
7.03.069 
4. 90 . 0ち8
8. 36 . 076 
15. 61 *牟 103
8.29.075 
3. 56 . 048 
13. 15*ホー 099

11.11* .106 
20.33**.142 
12. 07ホホ. 110 
5.07.065 
ち. 10 . 069 

表6にIi研究2の分析結果を示す.男性の均合.離病経

験. 1'" 力への臼 15. 運動神経への臼信の 3 明日に.干j:t!.~
が認められる.またクラマー係数は男女共に低い数値を示

すが. .100以上を示す項目はいずれも X 2 スコアが布意義

を示した.
男女聞に共通する項目は休力への自信のみで，休カレベ

に夜機的に関与すると考えられる濯効実施慢は男性では有

意差を示したが女性では示さず.この差異は注目される.

表7には研究 3における相関分析による相関係数を示し

た.右上は男性.左下は女性の結果を示した.男性の局合

PWCについては日常生活活動レベル{ド.23)と運動・ス
ポーツ実純度(r~. 32)に有意差が認められる.またm筋力
については.体育成績(r~. 38)と体力・運動への自信{
ド.27)が有意である.

一方.左下に表示した女性の場合では. PWCでは.学
廃(r~-.22) と体力ー運動への自信{ド.30) .脚筋力では
体育成績(r~. 39). 運動告書参加年数(r~. 22).学療(r~-
39).座業{ドー22).日常生活活動レベル(r~-.23)' 体力ー
運動への自信(r~. 44)の6項目がそれぞれ布怠な相関関係

を示す.
図 1.図 2.図3は，表7に示した相関マトリックスに

基づき. PWCならびに脚筋力の体力レベルに関連する生

活要因よりf構築した相関ダイアグラムである.
図 1に示す男性の PWCについては運動・スポーツ実施
度と日常生活活動レベルの 2要因が直接的な相関性を示し.

それぞれの背景には.前者では，体力・運動への自信(r~ 
.41l.客観的健康度(r~. 24).運動部参加年数(r~. 41).体
育成績(r=.40)が，後者では体育成績(r=. 17).座業{ド・

42)の関連性を指嫡できる.

男性の関筋力を示す図2では休カ・運動への自信t体育

成績に運動・スポーツ実施度(r= .19)を加え.これらの 3

要因の背貨には運動部参加年数をあげることができる.

さらに.図 31こ女性の P¥VCと脚筋力に示す.この両者

の悶には高い相関関係(r=. 29)が認められる. PWCでは

学腔と休力・運動への自信が.開筋力では体力・運動への

自信.体育成績.運動郷参加年歎.日常生活活動レベル・

座業がそれぞれ有意な網開性を示す.PWCと脚筋カ共に

有意な相1関関係が認められるキーファクターである体力

運動への自信は，運動・スポーツ実施度(r=. 39). 体育成

績(r=.切れ運動部参加年数(r=. 37>と有意な相関関係を

示している.

4.考察
本研究では体力測定の評価値と日常のいくつかの生活関

連要因の関係を明らかにしようとした.
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3つの研究調査に共通する点は.体力についての主観的

な評価が実際の休カレベルと高い関連牲を示すことである.

子どもを対象にした研究 1では.表 3，こ示すアイテム 10:

主観的健康状態評価.研究 2では表6に示すアイテム 9.

10:休力や運動神経への自信，研究 3では表 7に示した.

Xけ・休力・運動への自信である.これらは必ずしも日常

の行動パターンの 1つではなく.意書重である点を留意すべ

きであるが.休カレベルが高いので自分の休カに自信があ

る.評価を高くするという関係が成立し.運動生理学での

主観的運動強度の妥当性"に充たる.

トレーニングによって，すなわち身体への物理的刺激に

よって休カが向上することは周知の通りである.したがっ

て.日常生活活動のなかでは.身体への"1i散を保筒する.
スポーツクラプへの参加.腹案などの生活形態や活動度.

子どもの身体活動を伴う遊びゃ運動スポ ツ実練度が.体

力の高低と関連が認められたのは妥当な結果と判断される.

児j章・生艇の体力に関しての生態学的研究では.農村t

/';1¥市の休力を比較すると農村の方が都市より休カレベルが

高く，農村の日常生活には有酸素的能力を高める場が多い

とし.農村の自転車通学と沼市の徒歩通学の速いに原因を

求めている‘“. 同ーの通学方法ならは.通学距離や通学

時1:11が:if!要な要因になる左推定されるが.研究 1では必ず

しも重要な要因ではない.これは通学という行動が有酸素

(J¥) 能力を高める場ではないと解釈することも可能ではある

が.スポーツクラプへの参加や日常の身体活動を伴う遊び

への関与などがより強い刺激となっていると推定する方が

よいであろう.

また.日常の身体活動を伴う遊びでは.男子よりも女子

にいくつかの項目で関連性が認められ.その項目がパット

・ラ，-'1トでたたく.ボ ル・石を綴げるなどであるから，

いわゆる活発な.オテンパな女子が休カレベルが高いこと

になろう.

一般成人男女を対象にした研究 2・3では.男性の均合.

連動実施度と日常生活活動レベルの2項目が.女性の場合

にはタバコが有骸素的能力と関速があり.また研究 3での

み測定した無酸素的能力である脚筋力 tI.t.女性では座業
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と日常生活活動レベルが関連がある.研究 3の女性の場合

には学歴が PWCI:関連があるが.学歴が高い者はその年
数を休育綬棄を受講し卒業時点、の初期体力レベルが高いと

考えるならば.その後の日常生活行動において明らかな差

がないかぎりは，学歴が高い者が休カレベルが高いという

現象は妥当であり.これと同じ現象は図 1.図 2.図 3に

共通する運動部参加年数が初期体力レベルの高さに関連す

ると判断できる.

多々納の研究、，でも.休1Jに関連する日常生活活動要因
l.i運動実錐度だけで.その他の要因tますべて意識に係わる

要因もしくは主観的な結標であり.本研究での男性の結果

に一致事る.
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島問ら，])が生活活動量の高い者が体力的にも高い水準の

傾向にあるこ1:.駿種によって生活活動量が異なりひいて

は休力水準が異なることを明らかにしていることを考慮す

れば，日常生活活動の身体への物理的刺激の程度を心拍教

によって追跡調査を行う.あるいは観察法を用いるなどの

客限性の高い手法によゥて日常生活要因の行動パターンを

分所したその結果と体力レベルとの関連性を検討するこ t

が!Ii:要と考えられる.

さらには.日常生活関連要因が客観的な測定の可能な行

動パタ ンに関わる要因k主観的な評価に依存する意識に

関わる要因に大別でき，その脊最には生得的な要因や人口

統計学的な要因も挙げられる.行動パターンに関わる要因

についてはその客観性の程度によって評価が異なる.いわ

ゆる薄動実姥度を例にとれば.従来の質問形式では頻度を

質している場合がほとんどであり.強度や時間についても

言及する必要があろう.毎日の軽い運動と週に 3日の強度

の高い運動では後者の方が質の高いトレーニングであり体

力向上に寄与するが，頻度だけを手がかりにした場合には

前lfの tiが高い評価となり，体カレベルとの関連性は薄れ
る.したがって，体力レベルを指標に用いる際には主観的

評定を俳除し客観的な行動パタ ンの分析に主眼を置き.

身体的健康度や体力への自信などの主観的な判断に依存す

る指標をmいる際には客観的な指聖書より主観的な要因を周
いる.と考える.

写真 1.小学生の有酸素性能力 (PWCI70)を測定する

写真 2. 一般人の有酸素性能力 (P胃C，叫HRIIl...)を測定する

写真 3.一般人の無酸素性能力(l1li伸展，パワー)を測定する
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